
お神輿初心者向け直前担ぎ方講座 

令和七年須賀神社例大祭実行委員 

2025年７月 27日 

【1】歴史と神様 

須賀神社は約 800年前に泉小次郎親衡により建てられました。 

祀神は ヤマタノオロチを倒し、草なぎの剣を手にしたことで有名な素戔嗚尊命（スサノオノミコト） 

櫛名田比売之命（クシナダヒメノミコト） の２柱 

皆さまの担ぐお神輿は 1950年７月（75年前）に再奉製されたお神輿です。 

 昨日 26日（土）に御霊遷しの儀を終え、ご神体を神社から神輿へお納めしております。 

 

【2】お神輿を担ぐ意義 

 ＊神様が地域を見回るお手伝いをさせていただく⇒個人個人の願いを持って担いでも大丈夫 

 ＊神輿は一人では動かない⇒氏子（須賀神社を氏神とする地域の人）同士のコミュニケーションを図る 

 ＊ハレの日（お祭りの日のこと）⇒お祭り自体を楽しむ 

  

【3】本日これからのお神輿渡御の流れ 

  

 

【4】お神輿の担ぎ方 

【When】いつ？ 

 入りたいときに入って、疲れたら無理せず出ましょう。その繰り返しです。（花棒は特に譲りあい） 

【Where】どこに？ 

 慣れないうちは、歩道寄りの、左後方担ぎ棒で、アドバイスをします。（横濱信睦會 会長 原岡様による） 

  慣れてきたと思ったら、お好きなところへ入ってください。 

【How】どのように？ 

 ＊入る時   空いているところにスっと入りましょう。後ろの人が前に詰めたいときもあるので、コ

ミュニケーションをとりながら入りましょう。様子を見ながら。 

  ＊抜ける時  後ろの人の腰あたりをタッチして合図を送って抜けるとカッコいい！ 

 

【5】ここまで読み進めたらいったん実際に担ぐ練習をしてみましょう！！ 

 ＊担ぎ方のコツ 

  -肩にタオルを入れちゃいましょう。痛みが軽減できます。 

  -上下動を合わせましょう。痛みが軽減できます。 

  -つま先から着地しましょう。このステップを須賀神社の基本ステップとしています。そのほか足を蹴り

出すようなステップもあります。 

 

 

 

1 神輿出発式 17:00

2 神輿出発 17:30

3 JA和泉支店到着 18:00

4 JA和泉支店にて神輿くぐり 18:10

5 JA和泉支店出発 18:20

6 いずみ中央駅到着 18:50

7 いずみ中央駅出発 19:05

8 須賀神社到着（宮入といいます） 19:30



【6】心得（その他のマナーや、ルール） 

 *神様が乗っていることを忘れずに。（例えば、歩道橋の上からの観覧は神様を見下ろすので厳禁です） 

 *声を出しましょう（大きな声を出して祭りを盛り上げましょう。「ソイヤっ！」等々） 

*自分達の神輿であることに自信を持ちましょう。（地域の神様のお神輿です愛着心をもって担ぎましょう 

*花（鼻）棒を担ぐには、後ろから順番に進んで担ぎ, 2～4分位で譲りましょう（下記図 1を参照） 

*背の高さが足りないときは、ぶら下がって体重をかけないように注意しましょう。 

*近隣地域の神社の方や、団体の方が須賀神社の応援に来てくれています。感謝の気持ちを持ちましょう。 

*須賀神社の神輿のみ担いで下さい。たくさん提灯のある方の御輿は協力団体のものなので担げません。 

 

【7】重要用語  

 

 

      

 

【8】安全に関して 

ケガについて 自己責任となりますが、けがをされた方は実行委員までお知らせ下さい。 

熱中症について 神酒所では飲み物が提供されますので十分に水分を取りましょう。無理せず担ぎましょう。 

 

【9】服装について 

須賀神社半纏 本日在庫あり 12000 円にて販売。来年以降は是非皆様正装（HP に詳細）を揃えていただ

き、一緒に担ぎましょう！ ご入用の場合はホームページから問い合わせ下さい。 

※本資料は HPにも掲載しております。 

広報担当 長嶋 Rev.1 

用語 使用例 解説

よいと ヨイトで進むよ！ 危ない箇所などは上下動をやめてゆっくりと進む。掛け声も「よーいと～～」に変わる

神酒所
中村の神酒所出発何時だっけ？

（＝JAさんの出発時間を示す）

リョーコーホーム（台谷戸町内会神酒所）さん

ＪＡ和泉支店（和泉中村町内会神酒所）さん

いずみ中央駅は神酒所とされており、神輿の休憩所となる。

被り物 被り物外して！
神酒所にて1本締めが行われる。神様の前での一旦被り物（ハチマキ、タオル、帽子）を外

し、担ぎ手たちは失礼の無 い装いとなる必要がある

花（鼻）棒 俺花棒いくわ！
中央二本の担ぎ棒の一番前を示す。

担いでいる間は主役中の主役。それ故譲り合いがとても大切

さす（図２） させさせ～～！
神輿を高く掲げ、担ぎ棒をたたく行為

重要箇所にて、神様の御利益があるように強く祈る場合に行われる

宮入（ﾐﾔｲﾘ） 最高の宮入だった。

神輿が渡御を終えて神社に帰ることを言い祭りのクライマックス。

神社が真っすぐ進んだ上で定位置に定まらないと、何度も行う。　（逆に何度も行うこと

でさらに盛り上がる。真の担ぎ手は神輿を終わらせたくない。）

① 列の後ろから入る ② 前に進んでいく 

④ 花棒を担ぐ ③ 花棒を担ぐ 

図1 花棒の担ぎ方 図 2 さす 

神輿を持ち上げ 

担ぎ棒をペチペチ叩く 

④後ろに譲る 

形で抜ける 


